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【要  旨】  
近 年 、 情 報 技 術 支 援 統 合 失 調 症 再 発 予 防 プ ロ グ ラ ム （ Relapse prevention 
program using Information Technology for Schizophrenia: RITS）が開発さ
れ、非常に有効であることが報告されている。特に、外来患者に対する訪問看
護において患者のアドヒアランスに影響されずに再発予防効果があることが近
年報告された。しかしながら、その有効性は、長期に入院加療されている統合
失調症に対する治療効果は明らかではなかった。よって、本研究の目的は、長
期入院中の統合失調症患者に対する RITS の有効性を評価することであった。
我々は精神科病院に長期入院中の統合失調症患者をエントリーし、RITS を用い
た治療効果を 12 ヶ月間観察し、RITS 導入前 12 ヶ月の病状のミラーイメージと
比較し、効果を検証した。再発のリスクに関しては、治療前（1.44 ± 0.63 回  
/ 年）と比較して、 RITS 導入後（0.69 ± 0.80 年  / 回）は低下が認められた
（ p = 0.0027）。ベースラインの総 BPRS スコアは 46.94 ± 9.53 と高く、ベース
ラインから RITS 導入時までの１年と RITS 導入後１年の総 BPRS スコアの変化率
には有意差はなかった。本研究は、再発兆候の検出と、警告状態の間の投薬増
加は、再発の早期段階で有効な介入であることを再認し、かつ長期入院中の重
症の統合失調症患者に対する RITS の再発予防効果を確認した。  
